
キッズ・ジュニアテニススクール市内送迎バス運行中！
キッズ・ジュニアクラスの受講が便利になります。

インドアテニススクール入会キャンペーン中！！

月曜日～金曜日までの平日限定。コース・時間の詳細は、お問合せください。

〒811-4153　福岡県宗像市吉留46－1
テニスコート直通TEL．0940－33－9680  　URL：http://g-arena.com  　E-mail:tennis@g-arena.com

ゴールデンエイジとは？子どもたちの運動をつかさどる神経系が発達する大事な時期は、３才から１２才頃です。特に３才から１０才の時期は、様々な遊びを
体験することにより運動能力を身に付ける事が必要です。テニスは、ボールという道具をラケットという道具を使って遊ぶもので総合的な運動能力を身に付ける
のに最適なスポーツです。　テニスを始めませんか？　（グローバルアリーナジュニアクラスには、選手コースもございます。）

８月31日迄の入会申込は、
入会金2,160円が無料です!!

無 料 体 験 受 付 中！
レンタルラケット・シューズ無料貸し出し致します。
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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで

学びの里・お知らせ

　市内には小学校15校、中学校７校、全校で約8,000人の子どもたちが
学んでいます。学校では「自立し、かかわりを深める子ども」の育成を目
指し、学校・地域・家庭が協働して、いろいろな取り組みを行っています。
＊このコーナーは、随時、市広報紙15日号で、学校の特色ある取り組み
を紹介していきます

■問い合わせ先　教育政策課　☎（36）5099

学校　　紹介

東
郷
小

「ドリカム講座」で夢をかたちに 田熊山
やまかさ

笠をこころの糧に
　水法被（みずはっぴ）に締め込み、地下足袋姿で、「お
いさ」の掛け声とともに力を合わせて舁（か）く山笠。
同小では、６年前から全校で「田熊山笠」に参加してい
ます。毎年、田熊山笠実行委員会の人を講師に迎えて事
前授業を受け、山笠への理解を深めています。今年も６
月１7日に授業が開催され、山笠の流れや歴史、心がまえ、

水法被の着方などを学び
ました。最後は「おいさ」
の掛け声の練習と手一本
で授業を締めるなど、祭
りへの士気も高まった様
子でした。同会の吉田剛
さんは「宗像から離れた
としても山笠に参加した
ことが、心のよりどころ
になるとうれしい。大人
になっても思い出して参

加してほしい」と話してくれました。授業後に「山を舁くだけが
仕事ではないので、自分の役割をしっかり果たしたい」「贈呈さ
れた新しい水法被を着てこれまでの伝統に参加し、来年に引き継
げるよう、先走りをしっかりつとめたい」と祭りへの思いを話し
てくれた子どもたち。７月１６日の本番では、その言葉通り山笠の
一員として、勇壮な姿を披露しました。
【東郷小の紹介】
　明治７年設立。児童数631人（７月現在）。地域伝統行事「田
熊山笠」当日に配るお守りやポスターを作成したり、
２年前からは、運動会で高学年児童が子ども
山笠を舁いたり、伝統を引き継ぐための
大事な役割の一端を担います。

　河東中学校では、夢や目標を持って生きる素晴らしさ
を知り、自分の夢を広げることを目標に「ドリカム講座」
を開催。３年目を迎える今年の第１回目は、１年生を対
象に山﨑明彦校長が「自転車で日本最北端の宗谷岬を目
指した」という実体験をもとにした講話でした。生徒た
ちは校長先生の意外なチャレンジに興味津々。くじけ

そうになったり、人の
温かさに触れ勇気をも
らったりしながらゴー
ルを目指す、笑いあり、
涙ありの体験談から、
「諦めず、頑張ることが
大切」「大人になっても
夢を持つことが大切だ
と思った」など、いろ
いろなことを感じ取っ
たようでした。また、

講座を聞くだけではなく実際に夢を実現するためのプロジェク
トを実施。昨年は、熊本地震の被災者へ枕を届ける「夢枕支援
プロジェクト」を。２年前は、ハウステンボスの協力で校舎に
イルミネーションとプロジェクションマッピングを施した「夢
感動プロジェクト」に取り組みました。今年も地域を巻き込ん
だ新たなプロジェクトに挑戦中です。
【河東中の紹介】
　昭和61年開校。生徒数555人（７月１日現在）。2014年に同
校美術部の生徒がデザインした河東学園のキャラクター「河童
（かっぱ）のこうくん」が親しまれています。ホームページでは、
校長の部屋や、教師のつぶやきなど、生徒たちの日常の様子を
日々更新しています。
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水法被の着方を教わる子どもたち

仮名札を取り付ける子どもたち

写真を交えた講話で笑顔になる生徒ら

　６月３日、自由ヶ丘地区の自由の森遊歩道で、地域の小学生30人が遊歩道に自生す
る植物を観察し植物に名札を付ける作業を行いました。
　この事業は、子どもの居場所づくりを推進する同地区コミュニティ運営協議会青少
年育成部会と自由の森を守る会が協働で実施。植物友の会の会員さんも指導者として
参加し、総勢70人が1.5㎞の遊歩道で、植物や木々と触れ合いました。
　子どもたちは、手で葉っぱを触り、ふわふわ、ツルツル感を実感したり、葉の匂い
をかいだりし、虫眼鏡で葉脈や木の肌模様を調べます。遊歩道には相当数の植物や樹
木があり、判別不能なものに苦戦。毒性の植物の名前も知ることができました。今回
は植物22種目に仮の名札を付けました。
　９月に正式な名札を取り付けますが、名札を作成した子どもたちの名前も記載され
ます。子どもたちは自然を体感し、秋に遊歩道を訪れる人たちの喜ぶ姿を思い描き楽
しみにしているようでした。

（市民記者・古田和昭）
■問い合わせ先　秘書政策課広報報道担当　☎（36）1055

自由の森遊歩道で小学生の植物観察会


